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宜蘭県(中 華民国台湾省)に おける尿路結石症の臨床的考察

一 日本の尿路結石症 と比較 して一
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台湾大学附設医院泌尿器科学教室(主 任:丘 祖毅副教授)
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京都大学医学部泌尿器科学教室(主 任:吉 田 修教授)

竹 内 秀 雄,吉 田 修

 CLINICAL ANALYSIS OF UROLITHIASIS IN POH 

 AI HOSPITAL OF I-LAN, TAIWAN, R.O.C. 

—A COMPARATIVE STUDY WITH UROLITHIASIS IN JAPAN—

Fang-Shu Lin and Shinh-Shyang Wang

From the Department of Urology, Lotung POH  AI Hospital

Te-Sheng Hsieh, Jun Chen, Tsong-Chang Tsai and Te-Chin Hsu

From the Department of National Taiwan University Hospital, Taipei, Taiwan,  R.O.C.

Hideo Takeuchi and Osamu Yoshida

From the Department of Urology, Faculty of Medicine Kyoto University

   Between August 1987 and December 1990, 546 patients were admitted to the department of 
 Urology at the Poh Ai Hospital of I-Lan, Taiwan, R.O.C. for the treatment of urinary stones. 

   These urinary stone cases accounted for 50 to 60% of all urology patients admitted. The inci-
dence of urolithiasis in  I-Lan was estimated at 147/100,000 population in 1990. There were 402 
male patients and 144 female patients, The male to female ratio was 2.8: 1. 

   There were 450 upper urinary tract  stones (kidney, ureter) in 314 males and 136 females, and 
79 lower urinany tract stones (bladder, urethra) in 72 males and 7 females. The ratio of upper to 
lower urinary tract stones was 6:1. 

   Endourological treatments such as percutaneous nephrolithotripsy and transurethral ureteroli-
thotripsy have increased rapidly in recent years. 

   A summary of the present analysis for composition of 365 stones follows. The most 
frequent type was calcium-containing stone (92.3%), followed by infection stone (4.7%), then uric 
acid (UA) stone (3.0%). There were no UA stones found in the female patients. According to 
urinalysis criteria of more than 10 WBC/HPF  (x400), pyuria was found in 67 cases of 334 
metabloic stones (20.1%), and 11 cases of 17 infection stones (67.7%). There were neither pediatric 
case of  stone formation nor cystine stones. 

                                                 (Acta Urol. Jpn. 38: 1349-1355, 1992) 

Key words: Urolithiasis, Statistical study, The Taiwan, R.O.C.

緒 言

結石多発地帯stoneareaの 地域に含まれ る台 湾に

おいて尿路結石症 は泌尿器科疾患の中で最 も頻度 の高

い ものの一つである,本 症 の発生には内的要 因,つ ま

り遺伝,家 族歴,人 種 差,年 齢,性 差な どと,外 的要

因であ る食餌飲料,気 候,感 染,職 業お よび社 会経済

的条件な どがあげ られる.そ の要因の一つ一つ につい

て,あ るいは疫学的な方面か ら多 くの学者 が多 くの時

間を費や して研究がなされて きたに もかかわ らず,そ
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method2,6))で,1989年 か ら1990年 の 王72個 に つ い て

は赤 外 線 分 光 分析 に よっ て成 分 を調 べ た.修 酸 カ ル シ

ウ ム(C。0・),リ ソ酸 力 ・レシウ ム(hyd・ ・xy・p・tite-

Cap,brushite)の 単独,混 合 結 石 を カ ル シ ウ ム結 石 ・

リン酸 マ グネ シ ウ ム ア ンモ ニ ウ ム(MAP)お よ び炭

酸 カル シウ ム(carbonateapatite-CaC)の 単 独 お よ

び 混合 結 石 を 感 染 結石,尿 酸(UA)お よび 尿 酸 と蔭

酸 カル シウ ム混 合結 石 を尿 酸 結 石 と した.結 石 の 部 位

に つ い ては 上 部 尿 路(腎 お よび 尿 管)と 下 部 尿路(膀

胱 お よび 尿 道)に 分類 した.ま た ご く一 部 の症 例 で 腎

と膀 胱 に 同 時 に結 石 が 合 併 した もの が あ った が 結石 成

分 が ま った く同 じで あ った た め 腎 由来 の もの と し上 部

尿路 結 石 に い れ た.な お結 石 成 分 と膿 尿 との 関 係 に つ

い て も検 討 した.

結 果

Fig.L

の詳 細 は い まだ 不 明 で あ る.

以 前 よ り台 湾国 内 で も許(Hsu.T:Cl・2))を は じ

め,最 近 で は陳(Chen.」3)),謝(Hsieh.T。S4))等

も本 症 に つ い て研 究 を お こ な って い る.今 回,1987年

よ り3年 間 に 台北 県 に隣 接 す る 宣 蘭県(土 地面 積'

2,137.4615km2,人 口:450,943人,人 口密 度1211人/

km2)(Fig.1)の 中 心部,羅 東 鎮 に あ る全 床700余 り

を有 す る県下 で も唯 一 の総 合 病 院,羅 東博 愛 医 院 で診

察 を受 け た 尿路 結 石 症 の臨 床 的 考 察 を 行 うと同 時 に,

お もにYoshidaら5)の 統 計 と比 較 検 討 も加 えた の で

ここに そ れ らの概 要 を 報 告す る.

対象および方法

1987年8月 より1990年12月 までの3年 閤余 りに羅束

博愛医院泌尿器科で尿路結石症 と診断 され入 院 し治療

を受けた546症 例 を対象 とし,年 齢別,男 女別,部 位

別頻度 および治療,成 分,さ らに膿尿 と,結 石成分 と

の関係 などについて検討 した.県 地域の年間有病率の

推定は1990年 の結石患者数 より算 出 した.結 石成分の

分析は結石の 自排 あるいは 手術 によ りえ られた 結 石

365個を,1987年 から1988年 までの193個 については偏

光顕微鏡にて結 晶光学法(Opticalcrystallographic

1.頻 度

年間有病率:1990年 度 の年間泌尿器科総入院 患者 実

数821人 中結石患者実数は280人,入 院患者の結石患

者 の占め る割合e:34.1%で,総 外来患者 のべ数8,704

人の うち結石患 者のべ数 は1,531人,17.6%oを 占めた.

1990年 の1年 間に結石 を保有 した患者数は入院,外 来

をあわせ663人 で県下 で発生 した結石患者がすべて当

院に来 院 した と仮定 し年間有病率を推定す ると人 口10

万対147で あ った。

性別 と年齢 別頻度:Fig.2に 示す ごと く,結 石入

院患者546症 例中男性は402症 例,女 性 は144症 例 で男

女比は2.8:1で あ った.ま た年齢分 布を見 る と全体

では50歳 代 が最 も多 く,つ ぎに40歳 代,30歳 代,60歳

代に続 き,男 女別にみて も50歳 台が共に もっとも多 く,

以下 も同順であ った.

結石部位別頻度:結 石の存在部位を上部尿路結石 と

下部尿路結石 として まとめ ると,前 者 が450症 例(男 性

314症例,女 性136症 例),後 者は79症 例(男 性72症 例,

女性7症 例),上 部お よび下部 に同時 に結石が存在 し

た症例 はすべて男性で17症 例あ った.ま た 上下 比 は

6:1で あった.さ らに結石部位 と年齢別頻度でみ る

と,上 部尿路結石は全体 と比 較 して各年齢層での違い

は男女共に見 られなか った.

ところが下部尿路結石79症 例中女性7症 例 と圧倒的

に男性 に多 く,そ して,高 年 齢での頻度 が高 く,60歳

以上での下部尿路結石が,下 部尿路結石 全体 の53%を

しめた.

2.尿 路結石症に対す る手術

Tablelは546症 例中 自排28症 例 お よび入院期間中

経過観察 した11症 例を除いた507症 例におこなわれた
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Fig.2.AgeandSexdistributionf()r546patientswithurinarylithiasis.

術式 内容お よび件数を示す

開放性手術は169件(33.3%),内 視鏡手術は333件

(65.7%),開 放性手術 と内視鏡手術を同時 に併用 して

お こなった手術は5件(1%)で あった.腎 結石(腎

孟結石 を 含 む)53症 例に 対 す る開放性手術 は35件

(66.0%)で 全体の開放性手術か ら見 ると20.7%で あ っ

た.PNLは18件(3生0%)で あ った.ま た腎摘が9

件であった.腎 結石 に対 してはお もに複雑 なものに対

しては開放性手術を行 い,比 較的容易なものに対 して

はPNLを お こな った.尿 管結石360症 例中お もに上

部尿路結石,ま た結石量の大 きい中部尿路結石に開放

性手術が行われ,そ の数は134件(37.0%)で 全体の開

放性手術か らみる と26.4%で あ った.内 視鏡手術中硬

性尿管鏡 と砕石装置(超 音波 発振 装 置:Ultrasonic

lithotritesystemま たは電気水圧衝撃波装置:Elec-

trohydraulicshockwavesystem)を 併用 しなるべ

く結石を細か くした上でバス ケッ トカテーテルで結石

を摘出 したTULは212件(58.9%)あ った.TUL

はお もに下部尿管結石 症に おこ なわれ た.ま た尿 管

口に切開を加 えて尿 管 口に存 在 する結石 を 摘出 した

(MeatotomyofU.0)症 例が16件(3,2%),そ して

結石が左右 なおかつ尿管の上下,あ るいは尿管お よび

膀胱 に同時に存在 したため開放性手術 と内視 鏡手術を

一度に施行 した症例が6件 であ った.膀 胱結石95症 例

に対 して結石 が前立腺部尿道か ら膀胱三角部を占める

1症 例お よび大小数-百余 りの結石 を有 した1症 例 に膀

胱切石 を施行 した2件 を除いて全例経尿道的膀胱砕石

術 がお こなわれた.ま た前立腺肥大症を合併する55症

Table.10perations

Total (%)

Nephro髄thotomy

Pyelolithotomy

Nephrectomy

UretCrOlithOtOmy

Cystolithotomy

Nephrolithotomy十Ureterolithotomy

Nephrolithotomy十Pyelolithotomy

163。1

112.2

91.8

12324.3

20.4

61。2

20.433p3%

PNLI)

TUI.2)

Cystolidlotripsy

MeatotomyofU.03)

Cysto量ithotripsy十TUL

18

209

89

16

1

3.5

41.2

17.6

3.2

0、265,7%

Uretero且ithotomy十Cysto盈ithotripsy

Ureterolithotomy十TUL

30.6

20.41.0%

Tota亘 507100100%

1):Pc1℃utaneousnephro駐thotomy

2):Transurethra1且 三thotripsy

3):Urctera且orifioe

例 の 一 部 に は経 尿道 的膀 胱 結 石摘 除 と同時 にTUR-P

を 施 行 した.

3.結 石 成 分

結石365個 の成 分 を示 す(Table2).ま ず 結石 全 体

で み る と,単 一 成 分 結 石(以 下 単 一 結 石 と略 す)は73

例 で,全 体 の20%に あ た る.そ の 内CaOx結 石 が最

も多 く58例(15.9%),単 一 結 石 の79.5%を 占 め る.つ

ぎにUA結 石 で7例(1.9%),CaP結 石 は4例(1。1

%),Brushite結 石 は3例(0.8%),MAP結 石 は1
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Table.2Compositionof365urinarytractstones

Time

Sex

1987-・1988*

StoneComposition ♂ ♀

1989一 置990喰 鄭Subtotal

Tota且(%)

♂ ♀ ♂ ♀

MetabO量icstome

CaOxi)

CaOx十CaP2)

CaOx十CaP十Brushite

CaOx十CaP十AU3)

CaOx十CaP十CAC4)and/orAU

CaP

Brushite

UA5}

UA十CaOx

29

101

0

0

0

3

0

5

3

11

34

0

0

0

0

0

0

0

12641

973置198

101

111

424

104

303

207

104

1758(15.9)

65263(72,1)

01(O.3)

12(O.5)

26(L6)

04(1.1)

03(0.8)

07(監.9)

04(1.且)

Subtotal 141 451224026385348(95.3)

Infectionstone

CaP十CaC

CaP十AU

CaP十CaC十AU

MAP6)

MAP十CaC十AU

MAP十CaP十CaC十AU

0

0

0

0

2

0

0

0

0

0

5

0

3

1

0

1

1

0

2

0

1

0

0

1

3

1

0

}

3

0

25(1.4)

01(0.3)

1置(0.3)

0夏(0.3)

58(2.2)

il(O.3)

Subtotal 2 5 6 4 8 917(4.7)

Tota且 1435012844271 94365(100)

1):Ca且CiumOxa且ate

2):Ca且CiumPhosphate

3):Acidurate

4):CalCiumCarbOnate

5):uricadd

6):Struvite

●:usingpetrographicmicroscopicanalysis

帥:usinginfraredspectrometricanalysiS

例(0.3%)で あ った.

混 合 結 石成 分(以 下 混合 結 石 と略す)292例 は全 体

の80%に あ た る.そ の 組成 は多 様 で あ るが,も っ と も

頻 度 の高 い も の はCaOx十CaP混 合 結 石 で263例

(72.1%),混 合 結 合 の90.1%を 占め る.つ ぎにMAP

+CaC+AU(尿 酸 ア ンモ ニウ ム)混 合 結 石 で8例

(2,2%),CaOx十CaP十CaC十AU混 合 結 石 は6例

(1.6%,カ ル シ ウム結 石 に 含 め る),CaP十CaC混

合 結 石 は4例(Ll%),CaOx十CaC十AU結 石 は2

例(0.5%,カ ル シ ウ ム結石 に含 め る),そ の他CaOx

十CaC十Brushite,CaP十AU,CaP十CaC十AU,

MAP+CaP十CaC十AUな どの 混 合結 石 が それ ぞれ

1例 ず つ あ っ た.ま と め る とカ ル シ ウ ム結 石 は337

(92.3%)で,感 染 結石 は17(4L7%),尿 酸 は11(3。0

%)で あ った.

上下,男 女 別 に結 石 成 分 を み る と男性 上 部 尿 路結 石

206例 中 カ ル シ ウ ム結石 は199例,96.6%を 占め,感 染

性結 石 は3例,1.5%,尿 酸 結 石 は4例,1.9%で あ った.

女性 上 部 尿 路 結石88例 中 カル シ ウム結 石 は79例89.8

%を 占 め,感 染 結石 は9例,IO,2%で あ った.UA

は1例 も なか った.男 性 下 部 尿 路結 石5フ例 中 カル シ ゥ

ム結 石 は46例8LO%を 占め,感 染結 石 は5例8.8%,尿

酸結石6例,10.5%で あ った.女 性下部尿路結石6例

はすべてCaOx単 一 またはその混合結石 であ った.

結石成 分 と膿尿の関係=

カル シウム結石 と尿 酸結 石 の代 謝 結 石 群 とMAP

を主 とす る感染結石群に分 け て膿 尿 と の 関係を見る

と,代 謝結石 では(升)以 上の膿尿は20%に 認め,尿

路感染の合併 が推定 され,感 染結石では症 例が少ない

が,(→十)以 上の膿 尿は65%で,膿 尿の軽度の もの も

み られた.

考 察

宣 蘭県は台湾省の東部に位置す る昔か ら比較的閉鎖

的環境の強い地域だ ったが,最 近交通の整備に ともな

って幾分他県(特 に 台北)に 仕事を求めて流出す る労

働者人 口が増えてきている.し か し他県か ら県下に移

り住む人は少ない.な ぜ なら宣蘭県で大 きな工場 とい

えば セメン ト工場 で,そ の他は農,林,漁 業 およびそれ

らを加工す る工場 だけである.し たが って 目下台湾省

でもっとも工業,化 学 汚染 を受けていない県 といえ る.

羅東博 愛医 院は1987年6月 よ り台湾 大学付属病院

の協力の もとに この3年 来大 きく発展 し,ベ ッ ド数

も700床 に達 し,最 近では県下 における医療の中 樵的
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存在 になって きている.特 に専門常勤 医および専門的

設備 を置いてい る泌尿器科は県下で本院のみであ って

県 全域 の診療圏を抱えている.本 格的に診療が開始 さ

れ た1987年 当初 よ り尿路結石患者が著 しく目だ ち1987

年 より3年 間の泌尿器科入院患者 の統 計によると50～.

60%が 尿路結石症であった.こ の3年 聞 に集め られた

結石患者の臨床的統 計お よび結石成 分分 析 を おこ な

い,近 年の報告 と比較 してみた.

尿路結石症の年間入院患者数,年 間有病率を当院統

計だけで箪出する ことは,真 の値 とは異な るが,そ の

地域性における傾 向をあ る程度 示 してい ると思わ れ

る.し か も台湾省 におけ る統計は もちろんのこ と各病

院 あるいは医療機関に基づ く統 計学的推計がまだ示 さ

れて いない.そ れゆ え,当 科開設 より尿路結石症 を集

計 し,え た統計学的数字は,今 後の研究に参考 になる

ものと考え られる.

本院での泌尿器科での年 間入院患者実数は人 口10万

対で182で あったが,こ れまで の諸報告に よると人 口

10万 対21～164と かな りのr嘔が ある7-9).当 科 での数字

が諸報告 よ りさらに高いのは,ほ かに泌尿器科施設の

ない ことが大 きな原因 と考 えて も間違 いはあるまい.

県下 の結石患者 はすべ本院泌尿器科 に受診す ると仮

定す ると結石患者 の年間有病率は人 口10万対147で あ

った が,諸 報告の調査地域に よってかな り異な り人 口

10万対69～208で ある5,9)Yoshidaら に よる1985年 の

日本に おけ る年間有病率は92.5で あった5).

尿路結石患者 男女比は2.8:1で 諸家 の報告(3,0～

2.0・1)10一17)と ほぼ同 じ傾 向であ る.ま た近年男女

の発生頻度が接近 してい るとい う報 告 も見 られ る5・18)

1985年 のHsieh等4)の 報告に よると3,78・1と 同 じ

台湾国内でも地域差に よるためか男子の発生例が さら

に高 くなる.年 齢階級別頻度 については,日 本 では,

Yoshidaら5),児 玉 ら9)は近年 になるに したがって発症

年齢分布の ピークが高年齢化 して きている.ピ ー クの

高年齢化の要 因はいまだ不 明であるが,食 生活の変化

と関係があ るか もしれ ない.当 科 では50歳 代が もっと

も多 く,日 本 とほ ぼ 同 じで あ った.し か しHsieh

等4)の 報告では30歳 代が もっとも多 く同 じ台湾国内で

も異な る.こ れ について許(Hsu,T.C.)は やは り地

域差お よび集 計 した年代が異 なるためではないか と述

べてい る19).こ れは興味ある結果 である.

この3年 来入院患者は もちろ んの こ と,当 科 の外

来,小 児科 の外来において も,あ るいは救急室に も小

児の結石 症例はなか った.Hsuの 報告2)に よる と25

年前は小児の酸性尿酸 アンモ ニウム結石症例がかな り

多か った.し か し最近は大学病院で も小児 の結石症例
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は年間わずか数例 とほ とんど見 られな くな り,そ の結

石成分 も酸性尿 酸 アン モニウムで な く成 人 と同様 に

CaOxで あ るとHsuは 述べてい る19)こ うした小児

の結石症の変化の大 きな原因に台湾全体 の生活水準の

向上 と同時に食生活 がこの数年来 ます ます欧米化 して

きた ことがあげ られ る.

結石部位 別にみてみ ると,今 日の先進国では上部尿

路結石 と下部尿路結石の割合が どんどん開いて きてい

るとい う傾 向がみ られる5・9)。しか し同 じ日本国内で も

集計 した年代,地 域性に よって報告の数値が大 き く異

な っている.た とえば1985年Yoshidaら5)の 報告で

は19:1,1984年 北陸能登地区 とい う地域的特異性 よ り

みた池 田ら12)は4ユ,近 年 では1989年 友政 ら15)は

25.9:1と それぞれ報告 してい る.ま た台湾国内では

1957年,1962年 とHsuら1・2)の 報告に よるとそれぞ

れ2.0:1,2.8:1,1985年Hsiehら4)は2.21:1

と報告 してい る.同 じ東南 アジアで も,も っと南部の

タイでは1980年 の竹内 ら21)の報告で下部尿路結石が上

部尿路結石 と同 じくらいに多い とされ ているが,近 年

小児膀胱結石の頻度 は経済発展,国 民生活 の変化 とと

もに急激に減少 しているとい う21)

下部尿路結石は一一般に50歳 以降に多 くな りピークは

60歳 代であ るといわれてい る14,16・17・22).その原因 とし

て加齢に伴 って前立腺肥大症な どの下部尿路通過 障害,

神経因性膀胱 が多 くな っているた めと考え られ る,当

科で も下部尿路 結石 は60歳 台にもっ とも多 く,し か

も下部尿路結石患者89症 例中55症 例に 前立腺 肥大 症

を認めて い る.こ れは 諸 家の報 告 とよく一致 して い

た11-13・16・17).

当科 開設 よ り硬性尿管鏡,硬 性腎臓鏡お よび砕石装

置 として超音波発振装置,電 気水圧衝撃波装置を備え

てお り,特 に中,下 部尿路結石23)および下部尿路結石

に対 して内視鏡手術 を行って きた.腎 結石 に対 しては

大学 付属病院の協力に もとつ いて本院で詳細な検査を

した後,大 学病院へ転院 しESWLで 治療 して きた.

1987年8月 よ り1990年8月 までの3年 間 にESWLに

よる治療を受けた当科 の患者は33症 例 であった.こ れ

らの症例の治療後 の追跡調査を今回はおこなっていな

い.台 湾国内では1984年 にPNL,TUL,少 し遅 れて

1986年 に台北 栄民総医院でESWLに よる新 しい結石

治療が始ま っている.こ れ らPNL,TUL,ESWL

に よる治療は国内で も以後急速な勢 いで増えてお り,

逆に開放性手術 はYoshidaら の統計5)と同 じく急激

に減少 している.

当科 の尿路結石症の結石成分 と結石存在部位につい

て見てみ ると,ま ず結石成分 内容 としては,CaOx+
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CaPと の混合 結石が 最 も多 く,つ ぎにCaOx単 一

結石 で,こ の二つを合わせた カル シウム結石 は88.O%

に もなる.MAPは わずか2.3%で あった.こ のパタ

ーンは 日本での尿路結石症の地理病理学的検討 でい う

大都市型であ る5).感 染結石の主要 な成分である燐酸

マ グネ シウムアンモ ニウムは尿素分解菌に よる尿路感

染が尿のアルカ リ化に傾 くことに より形成 されるとい

われている結石である.尿 路感染の早期治療が燐 酸マ

グネ シウム アンモ ニウム の頻度 を低 下 させ た と許

(Hsu,T.C.)は 述 べてい る19).特 殊な結石の一つ で

あ る酸性尿酸 アンモ ニウムは燐酸マ グネシウムア ンモ

ニウム結石 との混合結石 と してみ られ るにすぎず24),

当科 で も同様 の結果 であった.な お シスチ ン結石 は1

例 も認 められなか った.許(Hsu,T.C.)の 報告に よ

ると台湾大学附設医院泌尿器科 での6,254個 の結石 シ

スチ ン結石は,わ ずか0.2%だ けであった と発表 して

い る19).尿 路感染 と結石成分 との関係は重要 であ る.

とくにPNL,TUL,ESWLな どの結石破砕に際 し

ては処置後の発熱,菌血症,敗 血症 などの合併症 と密接

に関係 してい る.当 科では全症例に尿培養を行 うこと

ができなか ったため,尿 路感染 の一つの指標 として膿

尿 との関係について調べた.代 謝結石では20%に 尿路

感染 の合併が推察 された.こ の頻度は諸家 の報告25・26)

とほぼ 同様であ りうなずけるが,起 炎菌の認め られ な

い無菌性膿尿の可能性 もある25)感 染結石での膿尿が

65%と 比較的低か ったのはす でに抗菌剤の投与を受け

ているためか も知れない.

以上台湾省宣蘭県におけ る尿路結石症 の臨床学的統

計を中心に頻 度,結 石成分 および尿路感染について考

察 したが,尿 路結石症 に関す る基礎的 な結果をえたに

す ぎず,成 因について,ま た再発な どについては結石

患者の尿性状,家 族歴 などさらに臨床的に幅広 く詳 し

く調べてい く必要があ り,今 後の課題 であ る.

結 語

1987年8月 よ り1990年12月 までの3年 間余 りに台湾

省宣蘭県 羅東博愛医院泌尿科で尿路結石症 と診断 され

入院お よび治療を受けた546症 例を対象 とし,県 地域

の年間有病率の推定,性 別年齢別頻度,部 位別頻度,

結石成分,手 術な どについて臨床的検討を行い,あ わ

せ 日本の尿路結石症 と比較 した.

その結果台湾省宣蘭県 の尿路結石症 の特徴は以下 の

ごとくであった.

1)年 間有病率は推定人 口10万対147で あ った.年

齢別頻度は50歳 代に ピー クがあ り,男 女比は2.8:1,

上下比 は6:1,ま た治療法は近年 内視鏡手術が急激

に増加 し,逆 に開放性手術は減少 して きてい る.こ の

様 な治療 の変遷は,ほ ぼ 日本 と同 じであ った.

2)結 石成 分に関 しては 日本 と同様 カル シウム結石

が92,3%で 最 も多か ったが,尿 酸結石,感 染結石 が少

なか った.ま た小児の結石症例 シスチ ン結石症 例は

1例 もなか った.

稿を終えるにあたり短期留学研修員として台湾より京都大

学泌尿器科教室で勉強できる機会を与えてくださった,財 団

法人武田科学振興財団の大村栄之助氏,ま た資料整理にご協

力くださった京都大学医学部泌尿器科教室の堀井泰樹先生を

はじめ医局の諸先生方ならびに石田恵子氏に感謝の意を表し

ます.

なお本論分の要旨の一部は1991年中華民国泌尿科医学会第

7回 第一次会員大会学術講演会にて発表 した.
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